
2021 年 9 月 15 日  

吸収合併に係る事前開示書類  

  

名古屋市中区錦二丁目５番１２号 

トビラシステムズ株式会社 

代表取締役   明  田  篤 

  

当社は、2021 年 10 月 26 日を効力発生日として、当社を吸収合併存続会社とし、合同会社２８０ｂｌｏｃｋｅ

ｒを吸収合併消滅会社とする吸収合併（以下「本件合併」といいます）を行うことといたしました。つきまして

は、会社法第 794 条第 1 項および会社法施行規則第 191 条の定めに従い、下記のとおり吸収合併契約等の内

容その他法務省令に定める事項を記載した書面を備え置くこととします。  

記  

１．吸収合併契約の内容  

当社は 2021 年 9 月 10 日付で合併契約を締結しましたが、その内容は別紙 1 のとおりです。  

  

２．合併対価の相当性に関する事項  

当社は、吸収合併消滅会社である合同会社２８０ｂｌｏｃｋｅｒの持分全部を所有しているため、合併対価の交

付は行いません。  

  

３．新株予約権の対価の定めの相当性に関する事項  

吸収合併消滅会社である合同会社２８０ｂｌｏｃｋｅｒは、新株予約権を発行していませんので、該当事項はあ

りません。  

  

４．吸収合併消滅会社の計算書類等に関する事項  

（１）最終事業年度に係る計算書類等  

合同会社２８０ｂｌｏｃｋｅｒの最終事業年度に係る計算書類等は別紙 2 のとおりです。 

※合同会社２８０ｂｌｏｃｋｅｒは令和３年 7 月 31 日に合同会社山本好子から商号変更を行っております。 

（２）最終事業年度の末日後の臨時計算書類等  

該当事項はありません。  

（３）最終事業年度の末日後に生じた重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財産の状況に重要な影

響を与える事象  

該当事項はありません。  

  

５．吸収合併存続会社における最終事業年度の末日後に生じた重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会

社財産の状況に重要な影響を与える事象の内容  

該当事項はありません。  

  

６．吸収合併が効力を生じる日以降における吸収合併存続会社の債務の履行の見込みに関する事項  

本件合併後の当社の資産の額は、負債の額を十分に上回ることが見込まれており、また、本件合併後において債

務の履行に支障を及ぼすような事態は、現在のところ予測されておりません。従いまして、本件合併後における

当社の債務について履行の見込みがあるものと判断しております。   

以 上  



別紙１





決　算　報　告　書

第 1 期

自 令和01年12月25日

至 令和02年11月30日

合同会社山本好子

別紙２



（単位：円）

貸借対照表
令和02年11月30日 現在

合同会社山本好子

資産の部

科目 金額

【流動資産】 28,872,659

現金及び預金 21,209,271

売掛金 7,708,622

貸倒引当金 △46,251

立替金 1,017

【固定資産】 3,545,000

投資その他の資産 3,545,000

長期前払費用 3,400,000

敷金 145,000

  

  

  

  

  

  

  

  

資産の部合計 32,417,659

負債の部

科目 金額

【流動負債】 9,802,901

未払金 563,951

未払費用 50,000

預り金 149,450

未払法人税等 9,039,500

【固定負債】 3,400,000

役員長期借入金 3,400,000

負債の部合計 13,202,901

純資産の部

科目 金額

【株主資本】 19,214,758

資本金 1,000,000

利益剰余金 18,214,758

その他利益剰余金 18,214,758

繰越利益剰余金 18,214,758

（うち当期純利益） 18,214,758

純資産の部合計 19,214,758

負債・純資産の部合計 32,417,659



（単位：円）

損益計算書

自 令和01年12月25日

至 令和02年11月30日

合同会社山本好子

科目 金額

【売上高】

売上高 38,216,839 38,216,839

【売上原価】

売上総利益 38,216,839

【販売費及び一般管理費】 11,111,484

営業利益 27,105,355

【営業外収益】

受取利息 84

雑収入 60,000

受取家賃 88,830 148,914

【営業外費用】

経常利益 27,254,269

【特別利益】

【特別損失】

税引前当期純利益 27,254,269

法人税等 9,039,511

当期純利益 18,214,758



（単位：円）

販売費及び一般管理費内訳書

自 令和01年12月25日

至 令和02年11月30日

合同会社山本好子

科目 金額

【販売費及び一般管理費】

役員報酬 4,500,000

給料賃金 150,000

法定福利費 453

研修採用費 43,000

広告宣伝費 667,606

接待交際費 636,334

通信費 252,843

備品・消耗品費 2,239,934

地代家賃 1,189,240

保険料 53,360

支払手数料 482,616

支払報酬 646,300

会議費 129,447

新聞図書費 14,000

繰延資産償却 60,100

貸倒引当金繰入額 46,251

販売費及び一般管理費合計 11,111,484



（単位：円）

株主資本等変動計算書
自 令和01年12月25日

至 令和02年11月30日

合同会社山本好子

株主資本

資本金 当期首残高 1,000,000

当期変動額 0

当期末残高 1,000,000

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 当期首残高 0

当期変動額 当期純利益 18,214,758

当期末残高 18,214,758

株主資本合計

当期首残高 1,000,000

当期変動額 18,214,758

当期末残高 19,214,758

純資産の部合計

当期首残高 1,000,000

当期変動額 18,214,758

当期末残高 19,214,758



個別注記表

自 令和01年12月25日

至 令和02年11月30日

合同会社山本好子

 Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　　１．この計算書類は、中小企業の会計に関する基本要領によって作成しています。

　　２．消費税等の会計処理

　　　　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっています。　

　　４．引当金の計上基準

　　　　(1)貸倒引当金

　　　　　　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権について法人税法の規定に

　　　　　　よる法定繰入率により計上するほか、個々の債権の回収可能性を勘案して計上

　　　　　　しています。

　Ⅱ．貸借対照表等に関する注記

　　１．取締役等に対する金銭債務　　　　　　　3,400,000円


